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Marine animals recorded in the Sea of Japan around Tottori Prefecture from 2014 to 2017  
‒Cetaceans, pinnipeds, sea turtles and the other noteworthy marine animals‒
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Abstract: Marine animals, such as cetaceans, pinnipeds, sea turtles and the other noteworthy animals were recorded in the 
Sea of Japan around Tottori Prefecture from 2014 to 2017. Totally, 5 records of 5 species on cetaceans, 2 records of 1 species 
on pinnipeds, 14 records of 4 species on sea turtles, 9 records of 7 species on fishes, and 5 records on giant squids were 
listed. Comments on some notable records were added.
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　鳥取県立博物館では，鳥取県およびその近隣の海岸
における大型海洋動物の記録を取り続けている（一澤
ほか 2014，川上 2002; 川上ほか 2004, 2006, 2008; 川上・
一澤 2010，2012）。大型の海洋動物は野生個体と人間
との遭遇機会が限られるため，海中での生態がほとん
どわかっていない種類も少なくない。こういった動物
たちが海岸に漂着したり，漁網で混獲されたり，港湾
内に迷入したりした際の記録は，断片的ながらもそれ
ら動物の生態を明らかにする糸口となるため，その記
録を蓄積していくことが重要である。
　本報告は，2014年から 2017年の間に当館が確認し
た，鳥取県および近隣域の沿岸において漂着・混獲・
迷入があった大型海洋動物の記録である。ここでは海
生哺乳類（鯨類および鰭脚類）および爬虫類（ウミガ
メ類）に加え，特筆すべき魚類およびダイオウイカ
Architeuthis duxについて記す。

■哺乳類
　哺乳類では，鯨類 5種，鰭脚類 1種で計 7件の記録
があった（表 1）。そのうち次の 2件についてコメン
トを付しておく。

　2014年 3月 25日に境港市新屋町に漂着したオウギ
ハクジラ Mesoplodon stejnegeriは，すでに衰弱した状
態で発見され，まもなく死亡が確認されたものである
（図 1e）。個体は全身の削痩が顕著であり，極度の栄
養失調に陥っていたと見られた。そして露出した下顎
歯には大量のミミエボシ Conchoderma auritumが付着
しており，その周囲の皮膚には潰瘍が見られた（図
1f）。ミミエボシは，鯨類体表の付着生物としてはよ
く見られる種類であるが，今回ほど高密度で付着した
例はまれである。今回の事例は，内臓に死因につなが
る異常は認められなかったが，鯨類個体の健康状態と
付着生物との関係を明らかにする上でも貴重なケース
であったと思われる。
　2016年 5月 7日から 10日にかけて鳥取市青谷町に
来遊したハンドウイルカ Tursiops truncatusでは，興味
深い行動が確認された。すなわち単独で浅瀬を遊泳し，
ペニスを露出した状態でサーファー等の人間にこすり
つけるような行動が繰り返し観察されたのである。こ
れは自慰行動またはコミュニケーション手段の１つと
考えられた。おそらくは自らの意志で浅瀬に来遊し，
また去って行ったものと思われ，漂着や迷入とは意味
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合いが異なるものであるが，野外でのこのような観察
記録は少ないと考えられるためここに記すものであ
る。

■爬虫類
　爬虫類では，ウミガメ類について 4種 14件が記録
された（表 1）。
　そのうち，ヒメウミガメ Lepidochelys olivaceaの漂
着が 2件あった事は特筆に値する（2014年 2月 12日
米子市夜見海岸，同年 4月 10日琴浦町赤碕：図 2j, k）。
鳥取県での本種の記録は，筆者らの把握している限り，
1975年に鳥取市伏野海岸で漂着した 1例（清末 1987）
のみであった。今回は 39年ぶりとなる本種の記録で
あり，また 2例目，3例目の記録がわずか 2か月の間
に続けて起こった結果となった。
　2016 年 12月 3日，岩美町羽尾岬沖にある大敷定置
網で，アオウミガメ Chelonia mydas mydasが混獲され，
山陰海岸ジオパーク海と大地の自然館（以下，自然館）
に持ち込まれた（図 2d）。健康状態は良好であったが，
冬季日本海は低温と波浪が著しく，放流するとかえっ
て個体を衰弱させる恐れがあったため，自然館におい
て一時保護することとした。保護の間はおもにワカメ
Undaria pinnatifidaやナガアオサ Ulva arasakiiを給餌
した。海水温が十分に高くなった 2017年 6月 10日，
個体の健康状態が良好であることを確認し，岩美町牧
谷海水浴場にて放流した。

■魚類
　魚類については，硬骨魚類 5種，軟骨魚類 2種の合
計 9件をリストにあげた（表 1）。
　2017年 4月 4日には，米子市淀江の定置網でシャ
チブリ Ateleopus japonicusが混獲された（図 3e）。こ
の個体は上下の顎に歯が認められ，かつてムラサキ
シャチブリ A. purpureusとされてきたものに該当する
と思われるが，近年では両者は同一種とみなされてい
る（Kaga et al., 2015）。本種は，日本海側での報告は
わずかであり（河野ほか 2014），鳥取県では初の記録
となる。
　2015年 8月 7日には，鳥取市青谷町夏泊に設置さ
れた定置網でジンベエザメ Rhincodon typusが混獲さ
れた（図 3g, h）。個体は全長 6～ 7mで本種としては
やや小型であったものの，漁具が破壊される恐れが
あったため，漁業者により慎重に沖まで運ばれ，放流
された。本種の記録は，鳥取県では初である。

■ダイオウイカ
　2014年から 2015年にかけて，日本海側沿岸にダイ
オウイカの漂着・混獲が相次ぎ，報道等でも大きく取
り上げられた。2015年 3月までの記録については
Kubodera et al.（2016）が詳細に報じている。本稿では，
そのうち鳥取県内で漂着・混獲のあった 4件と 2016
年に漂着があった 1件について，当時の写真とともに
記した（表 1，図 4a-e）。
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表１　鳥取県沿岸および近隣域に漂着した海洋動物と確認された日本海の稀な種（2014 年～ 2017 年）
大分類 種　　類 個体数 サイズ・性別 発見日 場　　所 発見時の状態 備　　考

ミンククジラ
Balaenoptera acutorostrata
（鯨偶蹄目ナガスクジラ科）

1
体長：ca395 cm
※吻端・尾部に欠損あり
性別：オス

2015年4月29日 【漂着】琴浦町 箆津海岸 死亡

【図1a, b】／死後、数日以上が経過している模
様で、表皮の大部分が欠損、数か所で骨が裸
出していた。胸鰭の表皮は残存し、白帯が確
認できた。体の一部を鳥取県立博物館にて標
本化作業中。

ハナゴンドウ
Grampus griseus
（鯨偶蹄目マイルカ科）

1
体長：291.8 cm
※尾部欠損あり
性別：オス

2017年3月17日 【漂着】鳥取市気高町 水尻海岸 死亡
【図1c】／表皮のほとんどが欠失。前肢の骨が
一部裸出・欠損。山陰海岸ジオパーク海と大
地の自然館にて標本化作業中。

カマイルカ
Lagenorhynchus obliquidens
（鯨偶蹄目マイルカ科）

1
体長：200 cm
性別：不明

2015年4月14日 【漂着】境港市新屋町 弓ヶ浜海岸 死亡
【図1d】／死後数日程度経過している模様で、
表皮の一部が欠損。生殖器周辺が損傷してお
り、性別の判定が困難。

ハンドウイルカ
Tursiops truncatus
（鯨偶蹄目マイルカ科）

1
体長：2.5～3 m（目測）
性別：オス

2016年5月7-10
日

【観察】鳥取市青谷町 青谷海水
浴場

生存

浅瀬を遊泳し、ペニスを露出させながら人間に
こすり付けるような動作が繰り返し観察され
た。自慰行動またはコミュニケーション手段の
1つと見られる。

オウギハクジラ
Mesoplodon stejnegeri
（鯨偶蹄目アカボウクジラ科）

1
体長：466 cm
性別：オス

2014年3月25日 【漂着】境港市新屋町 弓ヶ浜海岸 生存→死亡

【図1e, f】／全身高度の削痩。露出した下顎歯
に大量のミミエボシConchoderma auritum が
付着しており、その周囲の皮膚には潰瘍が見
られた。

1
（未計測）
メス成獣と見られる

2015年2月22日 【迷入】鳥取市気高町 生存
【図1g】／海岸の消波ブロック上で休む様子な
どが観察・撮影された。

1
頭胴長：210cm
性別：オス

2017年3月22日 【漂着】湯梨浜町 石脇海岸 死亡
【図1h】／後肢の骨が一部裸出。鳥取県立博
物館にて標本化作業中。

1 （未計測） 2014年8月5日 【混獲】鳥取市青谷町 夏泊 生存 漁網にて混獲。漁業者により放流。

1

標準直甲長：54.0 cm
標準直甲幅：42.9 cm
体重：15.380kg
性別：メス

2015年4月8日 【漂着】米子市 夜見海岸
生存→保護

→死亡

【図2a】／低体温で衰弱していたため、鳥取県
水産試験場にて一時保護したが、その後死
亡。骨格標本として鳥取県立博物館にて保
管。標本番号：TRPM-ARA-0000011。

1

直甲長：47.9 cm
直甲幅：41.6 cm
体重：7.935kg
性別：メス

2015年5月28日 【漂着】岩美町 東浜 死亡
【図2b】／死後数日以上が経過している模様。
鳥取県立博物館にて標本化作業中。

1 甲長：約70 cm（目測） 2016年9月4日 【漂着】大山町 逢坂港付近 死亡 【図2c】／背甲の表皮が一部剥離。

1
甲長：50 cm
　（計測は2017年6月10日）
性別：メス

2016年12月3日
【混獲】岩美町浦富 大敷沖（定置
網）

生存
【図2d】／山陰海岸ジオパーク海と大地の自
然館にて一時保護の後、放流。

1 （未計測） 2017年10月13日 【漂着】琴浦町 八橋海岸 死亡 【図2e】／背甲の表皮が一部剥離。

1 甲長：約80cm（目測） 2014年2月16日 【漂着】鳥取市 小沢見海岸 生存
やや衰弱。地元民により海に帰された。右前
肢の先端が欠損（治癒済みの古傷）。

1
直甲長：91 cm
直甲幅：87 cm

2014年7月29日 【漂着】琴浦町 赤碕港 死亡
【図2f】／日本ウミガメ協議会による標識あり
（標識番号：74370）．

1 （未計測） 2014年8月18日 【混獲】島根県隠岐 生存
漁具のロープに絡まっていたところを海上保
安庁が救助し、一時保護の後、放流。

1
甲長：約80 cm（目測）
甲幅：約65cm（目測）

2014年9月下旬 【漂着】鳥取市気高町 姉泊海岸 死亡 【図2g】／一部の表皮が剥離。

1 甲長：約90 cm（目測） 2016年6月21日 【漂着】鳥取市気高町 酒津海岸 死亡
【図2h】／頭部が一部破損。体の各所で表皮
が剥離。

タイマイ
Eretmochelys imbricata
（カメ目ウミガメ科）

1
標準直甲長：30.11 cm
直甲幅：24.31 cm
体重：2.257 kg

2015年2月7日 【漂着】琴浦町 八橋海岸 死亡 【図2i】／新鮮。

1 甲長：54 cm 2014年2月12日 【漂着】米子市 夜見海岸
生存→保護

→死亡

【図2j】／左後肢に裂傷あり。衰弱していたた
め、鳥取県水産試験場にて一時保護し、島根
県立しまね海洋館アクアスに搬送したが、そ
の後死亡。鳥取県内での本種の漂着は、1975
年以来の2例目。

1
直甲長：111.5 cm
直甲幅：67.2 cm
性別：オス？

2014年4月10日 【漂着】琴浦町赤碕 菊港 死亡
【図2k】／腐敗が進み、頭部・脚の一部が欠
損。鳥取県立博物館にて標本化作業中。

ナガユメタチモドキ
Assurger anzac
（スズキ目タチウオ科）

1
全長：253.2 cm
性別：メス

2016年2月5-6日 【混獲】隠岐海峡（まき網） 生存→死亡 【図3a】／鳥取県立博物館にて冷凍保管中。

1 全長：約190 cm（目測） 2014年3月2日 【漂着】鳥取市 白兎海岸 死亡
比較的新鮮ではあるが、頭部周辺に鳥につつ
かれたと思しき損傷が見られた。

1 全長：410 cm 2016年1月25日 【漂着】鳥取市気高町 浜村海岸 死亡
【図3d】／新鮮でほぼ完全な状態だったが、尾
鰭が欠損。

1 全長：152.5 cm 2015年3月8日 【漂着】鳥取市気高町 八束水 死亡 【図3b】／新鮮。

1 全長：158 cm 2017年5月9日 【漂着】岩美町 羽尾漁港付近 死亡 【図3c】／新鮮。

シャチブリ
Ateleopus japonicus
（シャチブリ目シャチブリ科）

1
全長：85 cm
体重：1.620 kg

2017年4月4日 【混獲】米子市淀江（定置網） 生存→死亡
【図3e】／上下の顎に歯がある。鳥取県立博
物館にて冷凍保管中。

ヤリマンボウ
Masturus lanceolatus
（フグ目マンボウ科）

1 全長：70 cm 2017年1月7日
【混獲】岩美町浦富 大敷沖（定置
網）

生存
【図3f】／山陰海岸ジオパーク海と大地の自然
館に持ち込み後、放流。

ジンベエザメ
Rhincodon typus
（テンジクザメ目ジンベエザメ科）

1 全長：6～7 m（目測） 2015年8月7日
【混獲】鳥取市青谷町 夏泊（定置
網）

生存
【図3g, h】／漁業者により沖合にて放流。鳥取
県内では初の記録。

アオザメ
Isurus oxyrinchus
（ネズミザメ目ネズミザメ目）

1
全長：104 cm
性別：未確認

2017年6月11日
【混獲】岩美町浦富 大敷沖（定置
網）

生存
【図3i】／山陰海岸ジオパーク海と大地の自然
館に持ち込み後、放流。

1
外套背長：170 cm
全長：340 ｃｍ（触腕含まず）
性別：メス

2014年1月20日 【混獲】鳥取市 青谷沖（底引き網） 生存→死亡

【図4a】／触腕欠損。岩美町網代港に水揚げさ
れ、冷凍保管後、ホルマリン液浸標本として山
陰海岸ジオパーク海と大地の自然館にて保
管・展示。

1
外套背長：120.8 cm
全長：462.5 ｃｍ（触腕含む）

2014年3月4日 【漂着】琴浦町赤碕 死亡
【図4b】／やや状態悪く、多くの腕がちぎれて
おり、胴部が近隣住民によって切り開かれて
いるなど損傷が激しい。触腕は1本のみ残存。

1
外套背長：121.5 cm
全長：637 cm（触腕含む）
性別：メス

2014年4月13日 【漂着】岩美町牧谷 吉田川河口 死亡 【図4c】／新鮮。触腕は2本とも残存。

1
外套背長：180.5 cm
全長：355 ｃｍ（触腕含まず）
性別：メス

2015年1月6日 【漂着】岩美町 大羽尾海岸 死亡

【図4d】／新鮮。触腕欠損。腕の一部および眼
球、口器をプラスティネーション標本として鳥取
県立博物館で保管。標本番号：TRPM-AMo-
0001224～0001226。

1
外套背長：162 cm
全長：318 ｃｍ（触腕含まず）
性別：メス

2016年2月4日 【漂着】鳥取市 十六本松海岸 死亡

【図4e】／腐敗が進み、眼球は消失。触腕は2
本とも途中で切れた状態。口器および軟甲を
山陰海岸ジオパーク海と大地の自然館にて保
管。

軟
骨
魚
類

爬
虫
類

硬
骨
魚
類

（
条
鰭
綱

）

表1. 鳥取県沿岸および近隣域に漂着した海洋動物と確認された日本海の稀な種（2014年～2017年）

アカウミガメ
Caretta caretta
（カメ目ウミガメ科）

アオウミガメ
Chelonia mydas mydas
（カメ目ウミガメ科）

ヒメウミガメ
Lepidochelys olivacea
（カメ目ウミガメ科）

キタオットセイ
Callorhinus ursinus
（ネコ目アシカ科）

軟
体
動
物

（
頭
足
綱

）

ダイオウイカ
Architeuthis dux
（開眼目 ダイオウイカ科）

リュウグウノツカイ
Regalecus russellii
（アカマンボウ目
　　　リュウグウノツカイ科）

サケガシラ
Trachipterus ishikawae
（アカマンボウ目
　　　フリソデウオ科）

哺
乳
類
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図 1．鳥取県沿岸域で記録された海洋動物（哺乳類）．日付は発見日ではなく写真撮影日，図 2～ 4も同様。
　　　　　　a: ミンククジラ（琴浦町 箆津海岸［漂着］， 2015 年 4 月 30 日），b: 同・右鰭部，
　　　　　　c: ハナゴンドウ（鳥取市気高町 水尻海岸［漂着］， 2017 年 3 月 19 日），
　　　　　　d: カマイルカ（境港市新屋町 弓ヶ浜海岸［漂着］，2015 年 4月 14 日／※ 1），
　　　　　　e: オウギハクジラ（境港市新屋町 弓ヶ浜海岸［漂着］，2014 年 3月 26 日），f: 同・頭部，
　　　　　　g: キタオットセイ（鳥取市気高町［迷入］，2015 年 2月 22 日），
　　　　　　h: キタオットセイ（湯梨浜町 石脇海岸［漂着］，2017 年 3月 22 日／※ 3）．
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図 2．鳥取県沿岸域で記録された海洋動物（ウミガメ類）．
　　　　　　a: アオウミガメ（米子市 夜見海岸［漂着］，2015 年 4月 8日／※ 1），
　　　　　　b: アオウミガメ（岩美町 東浜［漂着］，2015 年 5月 28 日），
　　　　　　c: アオウミガメ（大山町 逢坂港付近［漂着］，2016 年 9月 4日／※ 4），
　　　　　　d: アオウミガメ（岩美町浦富 大敷沖［混獲］，2016 年 12 月 5日），
　　　　　　e: アオウミガメ（琴浦町 八橋海岸［漂着］，2017 年 10 月 14 日／※ 1），
　　　　　　 f : アカウミガメ（琴浦町 赤碕港［漂着］，2014 年 7月 29 日／※ 5），
　　　　　　g: アカウミガメ（鳥取市気高町 姉泊海岸［漂着］，2014 年 10 月 1日），
　　　　　　h: アカウミガメ（鳥取市気高町 酒津海岸［漂着］，2016 年 6月 21 日／※ 2），
　　　　　　 i : タイマイ（琴浦町 八橋海岸［漂着］，2015 年 2月 11 日），
　　　　　　 j : ヒメウミガメ（米子市 夜見海岸［漂着］，2014 年 2月 12 日／※ 1），
　　　　　　k: ヒメウミガメ（琴浦町赤碕 菊港［漂着］，2014 年 4月 10 日）．
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図 3．鳥取県および近隣域で記録された海洋動物（魚類）．
　　　　　　a: ナガユメタチモドキ（隠岐海峡［混獲］，2016 年 2月 6日／※ 1），
　　　　　　b: サケガシラ（鳥取市気高町 八束水［漂着］，2015 年 3月 9日），
　　　　　　c: サケガシラ（岩美町 羽尾漁港付近［漂着］，2017 年 5月 9日），
　　　　　　d: リュウグウノツカイ（鳥取市気高町 浜村海岸［漂着］，2016 年 1月 26 日），
　　　　　　e: シャチブリ（米子市淀江［混獲］，2017 年 12 月 21 日：冷凍保管していたものを解凍して撮影），
　　　　　　 f : ヤリマンボウ（岩美町浦富 大敷沖［混獲］，2017 年 1月 7日），
　　　　　　g: ジンベエザメ（鳥取市青谷町 夏泊［混獲］，2015 年 8月 7日／※ 3），h: 同・頭部，
　　　　　　 i : アオザメ（岩美町浦富 大敷沖［混獲］，2017 年 6月 11 日）．
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図 4．鳥取県沿岸域で記録された海洋動物（ダイオウイカ）．
　　　　　　a: 鳥取市 青谷沖［混獲］（2014 年 1月 21 日），b: 琴浦町赤碕［漂着］（2014 年 3月 4日），
　　　　　　c: 岩美町牧谷 吉田川河口［漂着］（2014 年 4月 13 日），d: 岩美町 大羽尾海岸［漂着］（2015 年 1月 6日），
　　　　　　e: 鳥取市 十六本松海岸［漂着］（2016 年 2月 5日）．

〔写真提供者〕※ 1：鳥取県水産試験場，※ 2：鳥取市，※ 3：鳥取県栽培漁業センター，※ 4：白石泰志，※ 5：琴浦
町教育委員会。※表記のないものは，鳥取県立博物館もしくは山陰海岸学習館（現：山陰海岸ジオパー
ク海と大地の自然館）による撮影。

海洋動物を発見し，情報等を提供していただいた近隣
住民や漁業関係者のみなさまに，厚く御礼申し上げる。
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